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ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。 

２）取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念をもって接する。 

３）自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会
や世界中の人びとの生活の質を高める。 

４）ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。 

５）ロータリーの会合、行事、及び活動においてハラスメントのない環境を維持することを支援し、ハラ
スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報告した人への報復が起こらないよう確認する。 

（2019年1月理事会会合、決定119号） 
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持続的な変化の兆し 

 この 1 年間、ロータリーの雑誌でメンタル
ヘルスにフォーカスを当てて掲載したこと、
そして、皆さんが世界中で熱心にこの問題
に取り組んでくださったことを心から感謝し
ています。  

 ロータリーがこの問題に、もっと積極的に
取り組むべきだと私が初めて発言したのは 
2023 年 1 月です。その時、世界的なメンタ
ルヘルスシステムが存在しないからといっ
て、機能していないとは言えないと指摘し
ました。同時に、ロータリーがそのシステムを
築く力になれるのではないか、という強い
希望も伝えました。  

 この希望が現実になる兆しが最初に見え
たのは、皆さんが立ち上げた何十件ものメン
タルヘルスプロジェクトに出合った時でした。
また、多くの皆さんが、その諸活動を人々に
伝えるよう、仲間のロータリー会員に勧めて
くれたことも、同じくらい重要です。  

 若いロータリアンとローターアクターが示
したリーダーシップ、そして、その勇敢で感
動的なストーリーに私は心から感銘を受けま
した。元ローターアクターのフレディ・アルマ
ザンさんは今月、シンガポールで開催される
国際大会でその力強い生きざまを語ってく
れます。  

 アメリカ・コロラド小児病院で小児精神保
健のための奨学金を提供しているコロラド
のロータリークラブのプロジェクトは、人々
や地域社会に持続可能なインパクトをもた
らし、永続的な変化を生み出す好例といえ
ます。国際大会では、メンタルヘルスに関す
る取り組みで大きなインパクトをもたらし、1 
月に「2024 年世界を変える行動人」として
表彰された人たちの話も聞くことができま
す。ビンディ・ラジャセガランさんは、マレーシ
アの子どもたちがメンタルヘルスの問題に

対処するスキルを学べるよう支援し、それを
全国的な支援体制として強化したプロジェ
クトについて話してくれます。  

 また、メンタルヘルス・イニシアチブのロー
タリアン行動グループの役員であるリタ・ア
ガルワルさんは、出身地のインド・ナグプール
で、青少年のメンタルヘルスに関する
「Wellness in a Box」と名付けたツールキット
を開発、活用したたことにより、この表彰を
受けました。臨床的に実証されたこのキット
は、世界のどこでも応用できます。支援や実
施に関心のあるクラブは、同行動グループ
までご連絡ください。  

 今後、このグループは、実証済みの測定
可能なプロジェクトを推進する上で、リー
ダーシップを発揮していくことでしょう。こ
れにより、各クラブが拡大可能で持続可能
な成果を生むイニシアチブに取り組む力も
高まるはずです。  

 この雑誌を読み終えたら、My ROTARY の
ラーニングセンターにアクセスし、短い動画
を含む「より大きなインパクトをもたらす」
を、ぜひチェックしてください。 

 皆さんもインパクトに焦点を合わせれば、
「世界で、地域社会で、そして自分自身の中
で、持続可能な良い変化を生む」というロー
タリーのビジョン声明を形にすることができ
ます。 



 新緑が輝く季節となってまいりました。 

 和歌山市の花である、つつじも、あちらこちら
で、私たちの目と心を楽しませてくれています。 

 今月は、青少年奉仕月間です。私たちの地区
にも、インターアクトクラブやロータアクトクラ
ブ、長期交換留学生など、様々な奉仕プログラ
ムを展開して来ています。 

 例えば、インターアクトについては、コロナ前
は、アジアの国に出向き、その国の情勢や文化、
環境などを実際に体験をしに行けていました
が、コロナが世界を席巻し渡航禁止などで、二年
間は、地区としての事業が実質的には休眠状態
となりました。しかし考えますと、インターアクト
には、時間制限があります。中高一貫校は、別と
しても、海外の事、奉仕のことに取り組みたい
な！と思って入部した一年生たちも、コロナだ
から仕方ないね。と、いたずらに時間を過ごして
いきますと、あっという間に、三年生になってい
るのです。 

 そこで、各学校様とも顧問の先生を通じ、検討
会議を重ね、インターと名前には付いています
が、「国内研修も学生の為になるよね」となり、
国内に目を向けてみますと、そこには、中高生に
感じてもらいたい体験が出来ることが沢山ある
ことに気づきました。それが、一昨年開催されま
した、東日本大震災の被災地を訪問するプログ
ラムです。そして、そのアップデート版として、昨
年末には、インターアクトクラブ委員会の坂東委
員長に、構想を練って頂き、大切な中高生を引率
しますので、開催前に現地にも行って頂き、入念
にプログラムを構成して頂きました。 

 そして、向かったのが熊本地震の爪痕を残す
阿蘇地方でした。被災された住民の方々との直
接の交流により、学生たちだけでなく、引率の顧
問の先生、ロータリアンまでもが、涙しながら心
に残る体験をすることができていました。否定
ではありませんがロータリーは、世界の貧困や
紛争などに目が行きがちです。それもとても尊
い奉仕なのですが、私たちのすぐそばにも、手
を差し伸べたり、心を一つに感じ、行動しなけれ
ばならないことが沢山あることを気づかされて
います。そしてその副産物と言う言い方が良い
のかは、分かりませんが、国内研修を行って、
「やっぱりロータリー凄いなあ」と実感できるこ
とです。訪れた地の地区のロータリアンのみなさ
んが駆けつけてくれて、応援が頂けることです。 

 年末のプログラムの時には、2720地区（大分

熊本）の膳所ガバナーは
じめ、沢山のロータリアン
の歓迎を受け、大分のイン
ターアクトの高校生との交
流の場まで、設営して頂き
ました。ロータリーの繋が
りと、友情に感謝し、本当
にありがたく、嬉しく思い
ました。 

 そうしていますと、3月
には、2700地区（福岡）のインターアクトクラブが
当地区高野山に、おいでになると言うでは、あり
ませんか！今度は私たちがお出迎えをする番
だと感じ、高野山RCさん高野山高校インターア
クトクラブと地区インターアクトクラブ委員会、を
中心に地区内の多くの方に参加して頂きました。
高野山高校様には、マイクロバスまで提供して
頂き、福岡の仲間たちにも、楽しんで帰っていた
だきました。 

 アッ！しまった。交換留学生のことやアクトの
こともお伝えしたいことがありましたが、行間に
限りが有りますので、ごめんなさい。そして、青
少年奉仕の根底にある、日本の文化と教育につ
いて、是非とも読んでいただき、少し考え感じて
いただきたく。 

 明治天皇が仰っておられていることを二つ書
かせて頂きます。 

 一つ目は、学問の基本である道徳教育が軽視
されていること。 

 「今の教育はあまりにも西洋風に偏り、東洋的
な倫理すなわち慈しみの心や人を敬う精神が
忘れられている。幼少のうちから仁義・忠孝の道
を教えなければならない」 

 二つ目は、実社会に役立つものになっていな
いということ。 

 「上手に英語が話せても、それを日本語に訳
すことができないのでは、せっかくの学問は実
用性に乏しいものとなってしまう。これは、適切
な教育がおこなわれていないからである」 

 いかがでしょうか？ 

 さあ！今月も、‘思いやりあふれる！明るく！
元気なロータリーへ！“楽しみましょう！ 

ガバナー メッセージ 

2023－2024年度 

ガバナー 谷 宗光 5月は「青少年奉仕月間」 です。 



インターアクトクラブ 

12～18歳の人たちが集まるインターアクトクラ
ブでは、インターアクト会員が、リーダーシップ
を発揮する力を磨きながら、奉仕プロジェクト
や活動を通じて国際感覚を養っています。 

 ロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを信じています。
私たちのプログラムは、教育の機会を広げ、若い世代のリーダーがリー
ダーシップのスキルを身につけ、奉仕の価値観を学べるよう応援します。 

青少年指導者養成プログラム（RYLA） 

RYLAは、若い人たちが楽しみながら新しいスキ
ルと自信を身につけることを目指すリーダー
シップ養成プログラムです。 このプログラムは、
1日のセミナーから1週間の合宿までさまざま
な形で行われます。 

青少年交換 

世界100カ国以上で実施されています。ロータ
リークラブの支援の下、15～19歳の学生が外国
語や異文化を学び、世界市民としての自覚を
養うプログラムです。平和の実現を目指して国
際理解を促し、若者の育成を支援します。 

新世代交換 

新世代交換は、30歳までの大学生と社会人を
対象とした短期の交換プログラムです。人道的
な奉仕活動を通じて参加者のキャリア目標を応
援できるよう、参加者のニーズや要望に応じた
内容の交換が行われます。 



 ロータリーは、差別や身体的、精神的、性的な虐待のない、青少年にとって安全かつ

前向きな環境を育むことに努めています。 

青少年と接する際の行動規範に
関する声明 

 国際ロータリーは、ロータリーの活動
に参加するすべての青少年のために安
全な環境をつくり、これを維持するよう
努める。 ロータリー会員、そのパート
ナー、その他のボランティアは、接する
児童および青少年の安全を考え、肉体
的、性的、あるいは心理的な虐待から身
の安全を守るため、最善を尽くさなけれ
ばならない。 

 

       ロータリー青少年保護の手引き 
 

ロータリーは、青少年保護に関するすべての懸念を真剣に受け止めます。 
 

虐待を防止するためのロータリーのアプローチ 

 若者と青少年プログラム参加者の安全と福利は、ロータリーの最優先事項です。 青
少年保護のためのロータリーのアプローチには、以下が含まれます。 
 

〇青少年への虐待やハラスメントを一切容認しない 

〇不正行為を防止し、青少年を含むプログラム参加者を巻き込んだ  手なずけ行為や
虐待への対応方法に関する方針 

〇青少年保護の研修を受ける義務（ガバナーエレクト向け） 

〇性的虐待やハラスメントの報告を受けて対応する際に、トラウマを考慮したアプロー
チを用いる訓練された職員の起用 

 

 青少年交換に関与する地区に求められる参加資格認定プロセス 

   - 虐待防止に関する学生、家族、ボランティア向けの研修 

   - 申請、犯罪歴確認、レファレンス確認を含む、ボランティアのスクリーニング 

   - 虐待やハラスメントをロータリーと地元警察に報告するためのプロセス 

   - 地区特有の青少年保護方針 

   - ロータリー職員による現地評価（査察）      

https://my-cms.rotary.org/ja/document/rotary-youth-protection-guide


地区青少年交換委員長 豊岡 敬 

 青少年交換プログラムは、高校生の海外留学を支援しています。
歴史は長く、1927～1929年頃からヨーロッパで始まったと言われてお
ります。交換学生は、約1年間、海外の学校で学び、生活をすること
で、語学能力を高め、国際的な感覚を身に着け、非常に逞しく成長し
ます。 

 つまり、教育的見地から言うと、健全な青少年の育成に寄与してい
ると言えるでしょう。また、交換学生は、小さな親善大使と言われて
おり、派遣先で異文化の交流、相互理解を進めて、多くの知人・友人
をつくることで、究極的には世界平和に貢献してくといった使命も果たします。現在、
2640地区では4名の外国人学生の受入れをしており、3人の日本人学生の派遣を行っ
ています。 

 交換相手国はアメリカとオーストラリアです。北半球同士の交換は、お互いに、7月か
8月に派遣を行います。しかしながら、南半球のオーストラリアとの交換は変則的です。  

 派遣の方は同様に7月か8月に始まるのですが、受け入れの方は、半年程前の1月か
ら始まり、12月で終了します。昨年の夏に派遣した学生たちは、もうじき帰国する時期
を迎えます。帰国後には、1年間の経験を現地の言語でスピーチをする機会を設けま
す。彼らが異国でどのように成長したのかをスピーチを通じて聞くことが今から楽しみ
です。 

青少年奉仕月間に寄せて 

 青少年交換プログラムは、新しいアイデアや体験

を発見し、違う考え方や生活様式に触れ、新しい友

だちをつくる機会となります。これらは、ロータリー

だからこそ得られる価値であり、参加者は心を開い

てプログラムに臨むことが求められています。  



2024年 グローバル フィラン ソロピー セミナー 

地域リーダー研修に参加して 

2024-2027年 第三地域ポリオ根絶コーディネーター 

パストガバナー 藤井 秀香 

 2024-2027年 第三地域ポリオ根絶コーディネーターを務める事
となり、2024年3月24日～26日、米国イリノイ州エバンストンの国際
ロータリー本部へ研修の為シカゴへ行ってまいりました。 ロータ
リー歴28年にして初めて、本部センターへ行くチャンスを頂いたこ
とに感謝申し上げます。 
 

 3日間、朝から夕刻まで世界からのリーダーと同時通訳でRLI形式
で素晴らしいファシリテーターの下、意見交換並びに研修を受けま
した。 ミシガン湖を望む素晴らしいロケーションのONE ROTARY 
CENTERとホテルの行き来で、観光もお買い物もできませんでした。 
 

 ポール・ハリス
の銅像が迎えて
くださり、四人で
の最初の例会の
お部屋も再現さ
れておりました。 
センターの正面の
窓は、大きく END 
PORIOのラッピン
グがされており、
ポリオワクチンを
投与されている大
きな銅像もありま
した。 

 

 

 ROTARYの最優先課題であるポリオ根絶のカントダウンまで後少しです。  ご寄付を
よろしくお願い申し上げます。 



クラブ活性化セミナー2024 に参加して 

テーマ「元気なクラブづくり・仲間づくり」 

～新しい活動領域を創造しよう～ 

 2024年4月18日(木)・19日(金)の２日

間、東京駅前のJPタワーホール＆カンファ

レンスにおいて、クラブ活性化セミナーが

開催されました。 

 各 地 区 の ガ バ

ナー、ガバナーエレ

クト、ガバナーノミ

ニーなどのロータリ

アン総勢４００名弱が

集まりました。当地区

からは、藤井PG、中野

PG、豊岡 PG、谷 G、北

野GN、私と６名の参加でした。 

まず、開会の辞、招集者の挨拶があった

後、セッション１は2024国際協議会に参加

してということで、第1地域、第2地域、第3

地域の各GE代表が報告を行いました。セッ

ション2では、佐藤RI理事よりロータリー会

員の世界、および日本の現状を報告され

ました。セッション3では、3year targets(3

年の戦略計画 )について説明があり、

JAPAN ROTARYのポータルサイトの活用方

法を教えていただきました。セッション4・5

では、女性会員を増強しているクラブの

事例、また新クラブ結成の事例など紹介

されました。セッション6・7は、アイスブレイ

クセッションでした。 

「問題のクラブ」or「クラブの問題」にお

ける５つの壁というテーマで1会員の自覚

と立ち位置、2新会員へのフォローの不足、

3クラブ会長のヤル気の不足、4日本版

“DEI”の存在「D（Diversity 多様性）… 女

性会員問題」「E（Equity 公平さ）…若手会

員（年齢格差・年齢序列）」「I（Inclusion イ

ンクリュージョン）… クラブの文化（会員

の居心地）」、5拡大するクラブと縮小する

クラブという内容で、田中久夫PG（高崎

RC）よりお話しがありました。1日目はこれ

で終了し、懇親会の開催となりました。 

 翌日は、セッション8・9とロータリーの公

共イメージ向上戦略やお正月に発生した

能登地震でのロータリーの対応について

石川県七尾市の恵寿総合病院理事長 神

野正博氏（七尾RC）より、お話しがありまし

た。 

以上、盛り沢山な内容でクラブ活性化セ

ミナー2024は終了しました。各地区の現

状を知ることで当地区の課題が浮かび上

がってきます。一朝一夕に改善は成りませ

んが、真摯に取り組むことによって道は開

けていくと思います。当地区も会員の減少

が進行していますが、各クラブが魅力あ

るクラブとなって会員増強に繋げてほし

いものです。 

2024－2025年度 ガバナー 野村 壮吾 



 ロータリー国際大会が５月２５日より５日間の日程で間もなく開催されます。 

 国際大会では、世界から集まる行動人たちが、世界や地域が抱える課題への解決策

ついて考え、持続可能な変化を生み出す活動の成果を祝い仲間とのつながりを深め、

視野を広げながら、一生の思い出と末永い友情をつくることができるでしょう。 

 開催国シンガポールへは、当地区から７０名余りのロータリアンが参加されます。オン

ツー委員会が募集した５０名枠の旅行企画は完売しました。他の２０名余りの方は、個人

での参加又はクラブ企画での参加となっております。 

 また、シンガポールで開催する地区ナイトには、ほとんどの方の参加登録をいただい

ております。委員会としては、国際大会に参加する仲間と大いに楽しみ、友情を深めら

れる地区ナイトにしたいと考えています。 

地区オンツー・シンガポール委員長 坂本 光文 

https://convention.rotary.org/ja-jp/


【ＲＩニュース】 

  シンガポール大会では数十もの分科

会が開催され、クラブでの体験、地域社
会、世界をより良くするための大胆なア

イデアが必ず見つかるはずです。 

  分科会では、ロータリアンとローターア

クターの強みを合わせ、会員の入会促進
と維持の課題を解決し、自分や周りの人

たちのためにより良いメンタルヘルスを

促す方法を学ぶことができます。 

  また、環境にやさしいクラブ運営やイベント運営、ハビタット・フォー・ヒューマニティな
どのパートナーとの協力、プロジェクトに助言してくれる専門家の見つけ方、インターア
クトの会員増強などについても学べます。これらはいずれも、今大会の分科会で取り上

げられるトピックです。 

  新しいプロジェクトや長期的なイニシアチブを成功させたり、ロータリーに対する生

涯の愛を会員の心に育んだりするためのヒントが得られるでしょう。ロータリーの影響
を示すための成果測定、あらゆる世代の会員間の橋渡し、理想のクラブの立ち上げ、人

工知能の活用など、数多くのテーマが取り上げられる予定です。 

  分科会（5月27日～29日）への参加に登録は不要です。国際大会のウェブサイトに分

科会の暫定リストが掲載されていますので、「世界と希望をわかち合う」ために参加の
計画をお立てください。この大会テーマにぴったりの、「Spreading Global Kindness - 

Starting in Singapore（世界に優しさを広げよう、シンガポールから）」と題する分科会

もあります。 

シンガポール国際大会 

 ロータリー国際大会では、何千人もの会員と共に本会議に出席すれ
ば、ロータリーの影響力の幅広さを実感することになるでしょう。一方、
より小規模な分科会では、関心のある分野に焦点を絞って掘り下げて学
ぶことができます。 



 アブジャの11月、猛烈な太陽の下、友人
の腕に寄りかかった妊娠中の女性が、中庭
を横切ってレンガ造りの小屋に姿を消しま
す。数分後、小屋の中から「いきんで、いき
んで！」という声が聞こえてきました。数
分が経過すると二人は再び姿を現します
が、今回は女性が友人が押す車椅子に
座っています。もう一人の女性が、生まれ
たばかりの赤ちゃんを抱えて一緒に歩い
ています。    

 車椅子の女性は苦しんでいる様子で
す。中庭の向こう側から看護師が走ってき
ます。「なぜ出産のために医療施設に来な
かったのですか」と看護師は女性の血圧
を調べながら嘆きます。ほかのヘルスワー
カーたちも集まってきます。「出欠量が多
い。彼女をここで死なせるわけにはいか
ない」と看護師が叫びます。  

 看護師たちの懸命な措置もむなしく、
女性は車椅子でうなだれています。看護
師は天を仰ぎ、改めて警告します。「病院
での出産が一番安全です。この女性に何
が起こったか分かりますか？彼女は命を
落としました。亡くなってしまったんです」  

 数秒の沈黙の後、青いブルーシートの
下に座っていた人たちから、木陰にいた人
たちまで、中庭のあらゆる場所にいた人
たちが大きな拍手を送ります。寸劇は大
成功に終わりました。 

 この寸劇は、クチンゴロ・プライマリ・ヘ
ルスセンターの中庭で行われたものです。
ナイジェリアの首都・アブジャにあるこの
センターに、今朝は約200人が集まりまし
た。看護師は俳優ではなく、ヘルスセン
ターの最高看護責任者であるビクトリア・
オクエさんです。寸劇は、ナイジェリアで
の出産における非常に高い死亡率につい
ての認識を高めるためにロータリーが支
援したワークショップの一部として行われ
ました。   

 ナイジェリアほど妊婦の死亡率が高い
国はありません。2020年には82,000人の
妊婦と新生児の母親が死亡しました。これ
は、死亡率が2番目に高いインドの死亡数
の約4倍です。 

 この要因の一つは、ナイジェリアにおけ
る出産の60％以上が、ヘルスケアセン
ターまたは病院の外で行われており、 

【ＲＩニュース】 

 ロータリーの大規模プログラム補助金が支援する取り組みでは、ナイ

ジェリアにおける妊婦の死亡率の低下を目指しています。 

妊産婦の危険な状態について説明するヘルスワー

【 次ページへ 】 



母親や妊婦が出産に伴う合併症が起きた
際により大きな危険にさらされてしまうこ
とです。実際にこういったケースが多く発
生しています。妊産婦の死亡の主な原因
には、高血圧や臓器の損傷を引き起こす
可能性のある合併症から発作が発生した
場合の産後出血、閉塞性分娩、子癇が含
まれます。助産師のアシェジ・デービッド・ア
ルさんは、ほとんどの人が出産に伴う死を
「神からの罰」だとか「何らかの魔術」だと
考えていると話します。「しかし、実際はこ
ういった合併症の管理が不十分であるた
めの単なる過失行為からくるものです」  

 現在、ロータリー財団からの200万ドル
の大規模プログラム補助金で、まさにこ
の問題に取り組むための活動が展開され
ています。目標は、3年間のプログラムの
終わりに、対象地域の妊産婦と新生児の
死亡率を25 ％減少させることです。この
プログラムは、「ナイジェリアの家族の健
康のための協力」として知られ、第1860地
区（ドイツ）が第9110地区、第9125地区、第 
9141地区、第9142地区（ナイジェリア）と提
携し、母子の健康のためのロータリー行動
グループと協力して実施しています。   

 この取り組みは、ナイジェリア三つの州
と連邦首都特別地域内の対象地域で展開
され、同国のロータリー会員によるこれま
での活動に基づいています。このプログ
ラムの有効性が実証されれば、ナイジェリ
アやその他の地域でも同様の活動を実施
できることが期待されています。重要な
のは、ロータリー会員が連邦および州の
機関と協力してプログラムを実施し、補助
金サイクルの3年間よりもはるかに長い期
間、介入とその成果が継続していくように
することです。プロジェクトマネジャーの
アデバンボさんは、「このプロジェクトがよ
り多くのプロジェクトを生み出す」と話しま
す。   

 アデバンボさんは以前、米国国際開発
庁（USAID）とその実施パートナー団体で、
モニタリングと評価、管理、人事、プロジェ
クト管理などの職務に就いていました。
2004年、大学で統計学を専攻していたと
きにローターアクトに入会し、後にOne Ni-
geriaロータリーEクラブの会員となりまし
た。大規模プログラム補助金について聞
いたとき、自分もこの取り組みに参加した
いと名乗り出ました。「10年、20年後にどう
なっているかを考えたとき、今から関わっ
ていきたいと感じました」とアデバンボさ
ん。「ロータリアンほどこれをうまくできる
人はいません」  

  1980年来のロータリー会員であるル
ファデジュさんは、2023年8月にナイジェリ
ア保健機関内の安全な母性に関する小委
員会の委員長に任命されました。ルファデ
ジュさんがこの役職に任命されたことで、
ロータリー会員によるさらなるリソースの
ためのアドボカシー活動が後押しされまし
た。「私が（連邦保健当局との）会合を要
請すれば、ノーと言われることはありませ
ん」とルファデジュさん。「私はこの活動の
主要な担い手であるので、彼らは時間が
ないことを理由にはできません。私が彼ら
のシステムの一部となって活動している
からです」 

【ＲＩニュース】 

【抜粋】 詳しくは、My Rotary 記事 

エマニュエル・アデドラポ・ルファデジュさん  

https://www.rotary.org/ja/labor-love?utm_campaign=&utm_medium=social&utm_profile=RotaryJapan,%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%BC%EF%BC%8FRotary+Japan&utm_source=facebook,twitter&fbclid=IwAR2DxktyfZrRAn7EX0po8dynp6RY1Bq_ti3-9ByJG


5月は「青少年奉仕月間」です 

 ロータリーの青少年奉仕では、 イン
ターアクト、 ロータリー青少年指導者養成
プログラム（RYLA）、 ロータリー青少年交
換、 新世代交換などを通じて、若い人び
とのエンパワメントと能力開発を支援して
います。5月はロータリーの「青少年奉仕
月間」です。この月間に向けて、若いリー
ダーを支援するための方法について学び
ましょう。 

 毎年、世界中の 15,000 を超えるイン
ターアクト クラブがコミュニティ内にポジ
ティブな影響をもたらしています。彼らの
勤勉を称えるために、国際ロータリーは毎
年インターアクト賞というキャンペーンを
主催しています。インターアクトクラブは、
クラブの経験や奉仕活動を紹介するビデ
オ、写真、エッセイを提出するよう求めら
れています。参加することで、インターア
クト クラブは、自分の投稿作品が「最優秀
ビデオ」、「最優秀写真」、または「最優秀
エッセイ」に選ばれる機会が得られるとと
もに、次の奉仕プロジェクトを支援する資
金を受け取ることができます。 

 2023年インターアクト賞の動画、写真、
エッセイの各部門ファイナリストの作品を
ご覧ください。 

 青少年と若い成人を対象としたロータ
リープログラムの最新情報をお届けする
「 Young Leaders in Action 」ニュースレ
ター（英語のみ）の定期受信をお申し込み
ください。 

2023 最優秀ビデオ: マレーシア、クエン
チェン高校インターアクトクラブ 

2023 年の最優秀写真: 米国ポートラ高
校インターアクト クラブ 

2023年ベストエッセイ: エジプト、カイロ
ニュータウンのインターアクトクラブ 

 

 Interact YouTube ページでファイナリ
ストのビデオをすべてご覧ください。 

【ＲＩニュース】 

https://msgfocus.rotary.org/c/127FTXp0Dio1d9tHEtQUdsCNJvOPsF
https://msgfocus.rotary.org/c/127FTXp0Dio1d9tHEtQUdsCNJvOPsF
https://msgfocus.rotary.org/c/127FU3Cwc6R7jV2LpWgJiyq6m3LgIc
https://msgfocus.rotary.org/c/127FU3Cwc6R7jV2LpWgJiyq6m3LgIc
https://msgfocus.rotary.org/c/127FU46aMaJOIhMnRr4pnIp7MS44v5
https://msgfocus.rotary.org/c/127FU46aMaJOIhMnRr4pnIp7MS44v5
https://msgfocus.rotary.org/c/127FU4zPmeCw6Ew0iVS5sSo9dGmShY
https://msgfocus.rotary.org/c/127FU5x8wmnUTnZfbVtrDcmc5iYtRK
https://www.youtube.com/watch?v=383cM3NJ8YM&list=PL-Yb9SsYHwXlKkDj9PIf737_a0Wwh_Q5D
https://rotaryserviceblog.org/2024/02/29/2023-interact-awards-winners-rotarys-young-leaders-raise-awareness-about-interact/
https://rotaryserviceblog.org/2024/02/29/2023-interact-awards-winners-rotarys-young-leaders-raise-awareness-about-interact/


【地区活動報告】 

米山記念奨学生オリエンテーション／カウンセラー研修会／確約宣誓式 

地区米山記念奨学委員長 三木 菊夫 

 和歌山城の桜が見頃となった4月7日、和歌山市の和歌山県ＪＡビルにおいて米山記
念奨学生オリエンテーション／カウンセラー研修会／確約宣誓式を開催いたしました。 

 この日は、2024年度の新規の米山記念奨学生16名にとって地区委員会のメンバー
や所属世話クラブのカウンセラー、そして米山の先輩に当たる昨年からの継続奨学生
６名と初めて対面する日であり、奨学生が果たすべき諸々の義務と責任を誠実に果た
す旨の「確約書」にサインをすることにより正式に米山記念奨学生となるという重要な
日です。 

 地区委員会と奨学生達との初顔合わせは、野村ガバ
ナーエレクト、豊田次年度代表幹事、米山学友会の董涛会
長にも同席いただいての昼食会となりました。自己紹介
やらグループラインの登録やらを和やかな雰囲気の中
でしていただきました。最初は緊張気味の奨学生達でし
たが、野村エレクトの奨学生達の母国語の挨拶を交えた
軽妙なお喋りと奨学生達のとのやり取りの中でその硬い
表情がほぐれていくのがわかりました。初顔合わせは
上々の出来となりました。 

 後奨学生とカウンセラーが別室でそれぞれオリエン
テーション、研修を受けた後、確約宣誓式が始まります。新規奨学生達に演台の前に整
列してもらい、司会者から奨学生の紹介の後、その奨学生の世話クラブ・カウンセラー
に奨学生を自席に招き寄せていただきそこで両者初対面のご挨拶という段取りで式
が進みました。全員の顔合わせが済んで奨学生代表の「確約宣誓」です。奨学生代表は
台湾出身の和歌山大学生、蔡宜庭さんです。１３０字程の確約宣誓文ですが、書面を読
み上げると思いきや流暢な日本語でさらりと諳んじて見事に大役を果たしていただき
ました。お見事でした。 

 最後に出席者全員で記念撮影をして、当委員会の初仕事を無事に終えることが出来
て委員長としてほっとしたところです。 

 それしても谷ガバナー、この日の桜、何処でご覧になったのでしょうね（笑）。 



 堺市の南海グリルにおきまして、2023-24年度 第４２回ローターアクト地区年次大会

が開催されました。 谷ガバナーを始め豊岡パストガバナー、野村ガバナーエレクト、

北野ノミニー、が参加して頂きそして各地区のローターアクト地区代表幹事、他地区

のアクター達も参加し総勢120名での大会となりました。 

 谷ガバナーのご挨拶ご祝辞を頂き緊張感の中、大会が始まりました。 そして2640

地区内のアクトクラブの１年間の活動報告があり今のクラブの現状や活動内容の説明

等、聞かせて頂きました。各クラブとも会員減少の為思うような活動が出来ていない

のが現状でしたし、次年度へ向けての課題も沢山あると痛感致しました。 

 第二部は防災士、松尾様の講演があり災害への備え、地域の避難場所の周知や心

構え等、お話し頂き、参加者全員でデスカッションをし、災害への備えについて話し合

いました。続いて懇親会へと移り、終始和やかに各テーブルの方々とお食事しながら

情報交換しアクター同士の懇親や友情を育むことができたんじゃないかと思います。 

 そして、他地区のアクターからの差し入れのご当地のお酒も頂けて大変楽しい時間

となりました。最後に今回の年次大会を通じて今後のロータリーとローターアクトの付

き合い方としての第一歩が進んだ様な大変貴重な大会となりました。 

【地区活動報告】 

第４２回ローターアクト地区年次大会 

地区ローターアクト委員長 髙橋 佳寛 



 2024年4月21日（日）に和歌山大学におい
て、国際ロータリー第2640地区2024－2025
年度のための地区研修・協議会を開催させて
いただきました。地区内60クラブ、会員数486
名のロータリアンが参加されました。当日は、
小雨が降る中でしたが沢山の会員がお集ま
りいただき誠にありがとうございました。 

 午前10時に開会点鐘、国歌、奉仕の理想を
斉唱の後、地区役員のご紹介、ガバナー挨拶
そして、この会議の目的について、次年度

ラーニングファシリテーター
である豊岡PGからご説明を
していただきました。その
後、「地区組織の運営につい
て」情報規定委員会委員長
である岡本PGよりお話しが
ありました。 

 さて、国際協議会の報告です。まず次年度
RI会長ステファニーA.アーチック氏の講演ビ
デオを視聴し、ステファニーさんの人となりを
私の感じるところで紹介させていただきまし

た。彼女は、「人を大切にする
人」という印象を持ちました。ま
た、「奉仕の心と実行力のある
人は誰でも、ロータリーに属し
ています。」と仰っていて懐の深
い人だと感じました。次年度の
RIテーマは、「ロータリーのマ

ジック」です。この詳細については、マイロー
タリーで確認をお願いします。 

 RI会長の思いを受けて、次年度第2640地
区の基本方針を「ロータリーの原点 四つの
テストを実践しよう」といたしました。1905年
に始まったロータリー活動ですが、約120年
経った現在、ロータリーの活動は大きく変革し
てきました。しかし、変わらないモノがありま
す。それは、「四つのテスト」です。また、この
テストは、他人にむけるものでは無く、自分自
身に対して問いかけるものであるということ
を忘れないで下さい。よろしくお願いします。 

 

 午後からは、部門別協議会ということで各
部門に分かれて次年度地区委員長の皆さん
から、次年度方針を説明していただきました。
地区の組織を少し見直し、現在の地区の身の
丈を考え、簡素化を目指しました。地区は、各
クラブの活動を支援するという視点で各地
区委員会活動を考えています。それから、オ
ンツー・カルガリーの映像を見て、次年度地区
大会の日程などをアナウンスして地区研修・
協議会は終了しました。その後、豊岡PGから
講評をいただき、全てのプログラムが終了し
ました。 

 最後になりましたが、この地区研修・協議会
を準備、段取りしていただいた地区役員の皆
様、また足下が悪い中、参加していただいた
会員の皆様、誠に有り難うございました。次
年度当地区のロータリー活動を皆さんと共に
盛り上げて参りたいと思います。よろしくお願
いいたします。 

【地区活動報告】 

2024-2025年度のための地区研修・協議会 
2024－2025年度 ガバナー 野村 壮吾 



【クラブ活動報告】 

田辺市の天神崎で植樹 

河内長野東ロータリークラブ 

パネルディスカッション 

パネルディスカッション 
IM剰余金提供者に決定した和歌山

アゼリアRC様に目録贈呈 

 今年度の大きな社会奉仕事業の第2段として、中村会
長の念願である植樹を実現しました。 場所は河内長野よ
り遠く離れていますが、ナショナルトラスト運動の発祥の
地である田辺市の天神崎です。 

 ここには「天神崎の自然を大切にする会」が活躍され
ていて、今年は設立50年目にあたるそうです。 この自然
を守り育てるための植樹活動に、田辺ロータリークラブも
加わっていただきました。 

 ３月24日（日）貸し切りバスにて出発
し、到着後の河内長野東RC、田辺RC合
同植樹会のセレモニーでは、谷 宗光
ガバナー、岡本 博ガバナー補佐、そし
て「大切にする会」の皆様の参加で総
勢６０人にもなりました。 

 この日はあいにくの雨でしたが、セレモニー時には小
雨になり、植樹の時は幸運にも雨が止みました。河内長野
東RCとして木は潮風にも強いシャリンバ、タブノキなど３
種、計４００本用意し、足元のぬかるみもあり、慣れない作
業でしたが１００本位植えました。河内長野東RCに造園業
の会員がいて、準備や進行でスムーズにすすみました。残
りはその会員と「大切にする会」に託しました。 植樹の
後、再度雨になり予定していた磯の観察会を中止し、観光
の後帰路につきました。 

 この事業は、会長及び担当委員会の努力で実現し、遠
くはなれたクラブ同士での合同作業はたいへん意義があ
りました。 

 なお、河内長野東RCからは大人２０人、子ども６人。田辺
RCは大人25人も参加いただきました。 この催しには「TV
和歌山」と「紀伊民報」の取材があり、それぞれ広報して
いただきました。 

環境 

ロータリーの重点分野 



能登半島地震で多くの方が命を落とされました。ご冥福をお祈りいたします。 

 今年度、和歌山北ロータリークラブは創立45周年を迎えます。 

 周年記念事業として、当クラブの姉妹クラブであります『東済州ロータリークラブ』と

共同で和歌山市立伏虎義務教育学校に【防災グッズ】を寄贈致しました。 

 きっかけは、やはり元旦に起きた「能登半島地震」です。 

 この地震のニュースは、おそらく多くの国民に衝撃を与えると同時に南海トラフ地震
が頭を過ったことと思われます。実際、30年の間に南海トラフ地震が起こる確率80％

とまで言われております。 

 和歌山県は温暖な気候と自然に恵まれています。特に和歌山市は災害の経験も少

なく大変住み易い町です。 同じく、済州島も美しい自然とリゾート地として知られ、和

歌山市の姉妹都市でもあります。 

 恵まれた町だけに、防災に関する意識、知識をより一層高めて頂きたい思いと、大人

から子供だけでなく、子供から大人にも発信して頂きたい思いを込めて、【防災グッズ】

を寄贈いたしました。 

【クラブ活動報告】 

創立45周年記念事業  
 姉妹クラブと共同で防災グッズを寄贈 

和歌山北ロータリークラブ 

会長 福田 玉緒 



 こんにちは。今年度、和歌山北ロータリークラ
ブは創立45周年を無事迎えることができまし
た。ご多忙中にもかかわらず、ご来賓の皆様にお
かれましては、ご臨席を賜りまして、誠にありが
たく、厚く御礼申し上げます。 

 当クラブは先日65周年を迎えられた和歌山東
ロータリークラブ様をスポンサークラブとして誕
生しました。その後、東済州ロータリークラブ様と
締結、又、本日遠方よりお祝いに駆けつけて下
さった水戸東ロータリー様とは友好クラブを締結
しました。 

 当クラブの事業を紹介させていただきます。 

 和歌山刑務所様には毎年書籍を寄贈、≪和江
歌山北ロータリー争奪お別れ野球大会≫は今年
で20回目を迎えます。私も何度か観戦に行きまし
たが、子供たちの野球に対するひたむきさ、優勝
したチームは諸手を上げて喜び、準優勝した
チームは悔しさのあまりグラウンドに泣き崩れと
本当に毎回、私たち会員は多くの感動を頂いて
おります。又、先月開催の≪和歌山北ロータリー
ジュニアカップ杯≫は小学生から高校生を対象
にしたゴルフ大会ですが、ティーグラウンドで何
の迷いもなく放つティーショットには驚きと圧巻
の光景でした。 

 和歌山県庁正面玄関前の花壇の植え替え、
又、和歌山市内9クラブ合同での和歌山JR西玄関
前の花壇の植え替え、石川県への災害義援金の
贈呈等、多くの事業に取り組んでおります。 

 周年記念事業として、
和歌山市の姉妹都市で
もあります済州島に在す
る≪東済州ロータリーク
ラブ≫様と共同事業とし
て和歌山伏虎義務教育
学校様に防災備品一式
を寄贈しました。これは、
元旦に起こった能登半島
地震がきっかけとなって
おります。 

 和歌山県は温暖な気候、海の幸、山の幸に恵ま
れ大変住みやすい県です。特に和歌山市はこれ
といった大きな災害もなく、又、済州島もアジア
を代表するリゾート地として知られております。 

 しかし、この地震により私たちの脳裏には南海
トラフ地震が頭をよぎったのではないでしょう
か。いつ起こるか予知すらできない災害に備え、
子供たちに今以上に防災の意識を高めてもらう
きっかけになればという想いを込めて寄贈致し
ました。 

 結びに、和歌山北ロータリークラブ、今日を新
たなスタートとして微力ながら地域に貢献してま
いります。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 そして、ご来賓の皆様の益々のご発展とご健
勝をご祈念申しあげます。 

【クラブ活動報告】 

創立45周年記念式典  
和歌山北ロータリークラブ 

会長 福田 玉緒 



 田辺東ロータリークラブ（会長 谷本司）は、1月1日に発生した能登半島地震の支援と
して、クラブ例会で3月末まで募金箱を設置しました。 

 そこで集まった70,000円を4月3日(水)日本赤十字社へ紀伊民報を通じて手渡しま
した。 被災地の一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。 

【クラブ活動報告】 

田辺東ロータリークラブ 

令和６年能登半島地震支援金を届けて 

姉妹クラブ 
台湾・彰化東南RCが来訪、台湾 東部地震の義援金を手渡す 

海南東ロータリークラブ 

 4月8日(月)、姉妹クラブの台湾・彰化東南RCの20名が来訪。歓迎例会を開きました。 

 台湾・彰化東南RCとは、2003年に当クラブでお世話
していた米山記念奨学生のご縁で交流を開始。その
後、姉妹クラブとなり、隔年に相互訪問し、20年以上、
友好関係を保ち、親密に交流を続けています。この間、
フィリピンのWCSプロジェクトで共同支援するなど、相互
に連絡を交わし続けています。また、東日本大震災に多
額の義援金を送っていただいたほか、コロナの際には、
6,000枚を超えるマスクを寄贈していただきました。  

 歓迎例会では、長年の友好の軌跡を踏まえ、姉妹クラブの締結更新の調印や記念品
の交換。また、4月3日に台湾東部発生した地震に対する義援金を手渡しました。 



 有田2000ロータリークラブは、2024年4月20日にクラブ創立25周年記念式典を開催
いたしました。 

 式典は、南 良暢 実行委員長の歓迎挨拶でスタートしました。祝辞は、有田振興局長 
星加 正積様を始め、有田川町長 中山正隆様、ガバナー谷 宗光様、創立時ガバナー
成川 守彦様の温かいお言葉を頂きました。 

  創立時のガバナー成川守彦様と、スポンサークラブ有田ロータ
リークラブ（会長 川口 健太郎様）に感謝状贈呈をいたしました。
今回の式典は、有田2000ロータリークラブらしい「アットホームな
クラブ」を紹介したいとの思いで、能登半島への義援金の寄贈、
記念動画撮影に取組みました。会員一同総力で準備を進めてま
いりました。記念動画の『われらの生業』では、会員一人一人の職
場の紹介、ロータリーへの思いなど盛りたくさんの内容でした。 

 

 祝宴では、餅つきを開催しました。谷 ガバナー、成川 
パストガバナーにも法被を着ていただき一緒に盛り上がり
ました。末永いお付き合い、地域に根ざした粘り強いクラブ
の発展を祈願して盛り上がりました。25周年は、一つの通
過点にすぎませんこれからのクラブの発展と奉仕を通じ
て地域貢献を目指して活動していきたいと考えています。 

【クラブ活動報告】 

創立25周年記念式典、祝賀会 

有田2000ロータリークラブ 



ロータリーへようこそ！ 

 地域社会を基盤により良い世界をめざして
活動する140万人の会員から成る世界的ネット
ワークのロータリーへようこそ。 

はじめよう 

 クラブの活動に積極的に参加すれば、ロー
タリーが楽しく実りあるものとなります。 

世界の多くのロータリアンと交流しよう 

 ロータリーの世界的ネットワークを通じて、海
外の知り合いや友人とつながり、交流を深め、
世界の平和を推進し、地域社会の支援プロジェ
クトに積極的に参加しましょう。 
 

 社会奉仕への熱意を共にする人たちと生涯
にわたる友情を築きましょう！ 









第３地域 コーディネーター補佐 

大森 克磨 （大分キャピタルRC） 

LGBTQ+の人びとが参加し
やすいクラブづくりを 

 私の職業分類は弁護士
です。 私が所属する大分
県弁護士会では、２０２３年１
月に研修テーマとして、ＬＧ
ＢＴＱ＋の方々に関する法
的問題が取り上げられまし
た。 

 また、同年９月には、この問題が、九州弁護士
連合会の定期大会の報告テーマにもなりました。 

私自身も、現在、性別変更手続を手がけており、Ｌ
ＧＢＴＱ＋の方と接しておりますが、ＬＧＢＴＱ＋の
方々は既に身近な存在となっております。 

 さて、「LGBTQ+の人びとが参加しやすいクラ
ブづくりを」（寄稿者：グラント・ゴディノ［オースト
ラリア］会員）というタイトルの記事を目にしたの
は、３、４年前のことで、おそらくロータリーの友で
はなかったかと思います。 

 ロータリーは、「多様性、公平さ、インクルージョ
ン（DEI）の原則」を大切にしておりますし、また、
ロータリーは、ハラスメントのない環境を維持す
ることに力を注いでおります。 

 ロータリーの捉えるハラスメントとは、「大まか
に定義すると、個人またはグループを、以下の特
性に基づいて、言葉であれ身体的であれ、脅迫、
中傷、侮辱または攻撃する言動を指す：年齢、民
族、人種、肌の色、障がい、宗教、社会経済的地
位、文化、性別、性的指向、または性自認。（ロータ
リー章典２６．１２０．会合、行事、または活動におけ
るハラスメントのない環境から抜粋）。」とのこと
です。 

 しかし、ＬＧＢＴＱ＋の方々への接し方はＤＥＩの観
点からだけではありません。 ＬＧＢＴＱ＋の方々の
人口割合は、２０２２年鹿児島県弁護士会の調査で
は全人口の約８％、２０２３年電通ダイバシティ・ラ
ボ調べでは約９．７％、と推定されており、数字の
ブレは多少あるものの、相当数いらっしゃいます。 

 私はロータリーコーディネーター補佐であり、
その任務は、ロータリーコーディネーターを補佐
して、会員増強や戦略計画策定の普及などを図
ることとなります。 

日本では、女性（この場
合は生まれながらに与
えられた性が女性）の会
員が１０％に満たず、女性
のロータリアン獲得を目
指さなければなりません
が、上記の数字をみれ
ば、ＬＧＢＴＱ＋の方々も
大きな会員増強のター
ゲットであることが分か
ります。 

 ＬＧＢＴＱ＋の方々は、
我々ロータリーにとって
は、ＤＥＩの問題だけではなく会員増強のターゲッ
トと考えるべきと思います。 

 

第３地域 公共イメージコーディネーター 

深尾 兼好 （鹿児島西RC） 

手っ取り早くブランディング 

 先日、地域リーダー会議で
東京にメンバーが集まった
折、面白い議論が持ち上がり
ました。「正式ロゴのバッジを
つけているメンバーがほとん
どいないのはどうして」「昔
のバッジに愛着があるのよ
ね」「横長のバッジはすぐに
ひっくり返る」「バッグがバッジに引っかかる」
「ROTARYと此れ見よがしに入っているのも気が
引けて」「徽章に限りマークのみの使用を認めて
いるのも中途半端」「でもロータリーのブラン
ディングを推進しているRPIC、ARPICは正式ロゴ
のバッジをつけるべきだよね」・・・と喧々諤々。 

 謙譲の美徳=陰徳を是とした時代から一転し
て、素晴らしい行為はあらゆる手段を講じて社会
に伝えるべしという公共イメージの向上が叫ば
れ始め、その一環としてのブランディングが重要
課題となっています。ブランディングとはロータ
リーの理念をベースに行動指針を定め視覚や言
語を通じて社会の情感にアプローチすること。決
してロゴデザインをガイドライン化し管理するに
留まるものではありません。 

 私は長年、広告という業界に身を置き、嘗て多
くの企業のCI(コーポレート・アイデンティティ) 

 
【 次ページへ 】 

（九州弁護士連合会での配付資料）  



戦略(ブランディングという言葉が一般化する以
前の企業のイメージ戦略)に携わってきました
が、MI(マインド・アイデンティティ)=企業理念とBI
(ビヘビア・アイデンティティ)=行動指針、この両
者を表現するVI(ビジュアル・アイデンティティ)か
らなるCIの本質をなおざりにして、マーク・ロゴだ
けが無意味に残存する例をたくさん見てきまし
た。 

 世界の有名企業の多くは明確な企業理念と行
動指針を持ち、社員の意識も高く期待通りの事業
を展開し、これらをシェアするインパクトのあるコ
ミュニケーションの中でビジュアルとボイスが一
貫しています。マークを目にするだけで、メッセー
ジに触れるだけで、その企業の魅力が見えてき
ます。これはロータリーのブランディングにも言
えることです。手っ取り早くは、社会の話題とな
るような奉仕プロジェクトを仕掛け、ロータリーの
ボイスを意識したメッセージと、ストーリーテリン
グ、自分自身のこととしてロータリーでの体験や
感動を語る。会場の設営やPR素材は、ビジュアル・
アイデンティティを統一し、ロータリーカラーと正
しいロゴを使用する。要所は画像で取り込み、ネッ
トで配信するだけでいいのです。ブランディング
は、ロータリーと社会とを繋ぐインターフェイス、
時々刻々コミュニケーション手段は変わります。  

 嘗ては電車の中でサラリーマンが手にしてい
たのは新聞、家庭ではテレビ。ところが今では電
車の中では皆がスマホを見て、家庭ではテレビよ
り長時間SNSにつながっています。是非是非お試
し下さい。 

 

第３地域 R財団地域コーディネーター補佐 

 吉原 久司 （尾道RC） 

ポール・ハリス・ソサエティ(以
降PHSとする)へのご協力を
お願いします。 

 PHSとは毎年継続的に
1,000米ドル以上を年次基金、
ポリオプラス基金、ロータ
リー災害救援基金、財団が承
認した補助金のいずれかに
寄付して下さるロータリー会
員とロータリー財団支援者を認証するものです。 

 2013年に創設されて以来PHSは大きく成長し
てきました。その寄付額はロータリー財団年次基
金の21％、財団への寄付全体の20％を占めてい
ます。PHSの会員数は2014年に10,607人(84か

国)でしたが2023‐24年度には32,000人以上
(154か国)にまで増えています。世界のPHS会員
数の上位国は①米国15,530②韓国5,805③インド
1,705④日本1,396名となっています。（2023年11
月1日現在） 

 PHSに入会には入会時に一括で1,000米ドルを
寄付する必要はなく、各年度に合計が1,000米ド
ルとなるように、どのように寄付するかは寄付者
が決めることが出来ます。その後の年度も、一括
で1,000米ドルでも、ロータリー年度末までに少額
を何回かに分けても、どちらでも結構です。入会
方法はマイロータリーPHSのページから開くこと
が出来ますし各地区のガバナー事務局からも手
続きをとることが出来ます。認証方法は地区単
位で行われるプログラムであり、贈呈の方法は
各地区で異なります。ガバナー並びにエレクトの
皆様は地区大会などの公式行事の際に認証式を
行うなど積極的に取り組んで頂きたいと思いま
す。 

 ポール・ハリスは、「どんな白昼夢でも、それが
良い夢で、実現させることが出来るのなら、悪い
癖とは言えない」と言ったそうです。ロータリー
では、地元や世界で素晴らしいプロジェクトや活
動を行うことで、夢を実現しますが、これは、ロー
タリアンや支援者の方々の惜しみない寄附があ
るからこそ可能となります。ぜひ皆様方にはPHS
の精神をお汲み取り頂き入会をして頂けるよう
お願い申し上げます。 





https://my.rotary.org/ja/


 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活
動に役立ててもらうため、情報収集と紙面の充実に努めています。 

 皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所
へご送信ください。 また、毎号の表紙写真も併せてご提供ください。 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : tan i@r id2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

mailto:tani@rid2640g.com

